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論 文 内 容 の 要 旨

イネの出穂期は,品種の地域適応性に関わる重要な形質である｡ 双子菓植物のゲノム研究用モデル植物シロイヌナズナで

は,突然変異の利用によって多くの花成遺伝子の生理 ･生化学的機能が解明され,花成に関わる遺伝経路が明らかにされつ

つある｡ 一方,単子葉植物のモデル植物イネでは,開花 (出穂)期に関与する23の遺伝子座および7つのQTL(量的形質

遺伝子座)が同定されているが,それら遺伝子座の生理 ･生化学的機能はほとんど明らかにされていない｡ これはシロイヌ

ナズナとは異なり,出穂期の遺伝分析に突然変異がほとんど利用されていないことと関連する｡ 本論文は,イネの花成に関

わる遺伝経路を明らかにするための第一歩として,既知の出穂期遺伝子 (感光性遺伝子および基本栄養生長性遺伝子)に関

する多数の遺伝子型系統 (以下,検定系統とする)を用いて,それらの開花前生育相に及ぼす作用を解析するとともに,今

後の生理 ･生化学的解析に不可欠な主要遺伝子座の突然変異遺伝子を探索したものである｡得られた成果の主要な点は以下

のように要約される｡

1.強感光性遺伝子座Selは,多数の出穂期遺伝子座と交互作用することが知られているが,基本栄養生長性遺伝子座

Eflとの交互作用に関しては解析がなされていない｡そこで,両遺伝子座に関して遺伝子型を異にする4検定系統を,5

種類の日長条件 (10,13,14,15および16時間日長)下で栽培して出穂反応をL調査するとともに,これら系統間の交雑F2

集団を自然日長および短日条件 (10時間日長)下で栽培して到穂日数に関する遺伝子分析を行った｡その結果,Sel座の不

感光性遺伝子 Sel-eとEfl座の基本栄養生長性増大遺伝子 eflとの間には補足作用があり,基本栄養生長性を著しく増大

させることが明らかになった｡また,Sel座の感光性遺伝子Sel-nとEfl座の早生遺伝子 Eflとの間にも感光性を若干増

大させる補足作用のあることが認められた｡

2.主要な6出穂期遺伝子座 (El,E2,E3,Sel,Eflおよび U)に関して遺伝子型を異にする検定系統16系統に,長日か

ら短日条件,および短日から長日条件-の日長条件移行処理を播種後様々の時期に行い,得られた到穂日数のデータをもと

に非線形回帰分析を行って,これら遺伝子座の開花前生育相に及ぼす作用を推定した｡その結果,Sel座は基本栄養生長相,

感光相および感光相後不感光相のすべての開花前生育相の長さを,旦〃座は基本栄養生長相および感光相後不感光相の長

さを支配することが明らかになった｡また,Sel-eおよびeflの補足作用が基本栄養生長相を著しく増大させることが確認

されるとともに,ElとSelおよびEfl座間に基本栄養生長相および感光相に関して交互作用の存在することが明らかにな

った｡しかし,E21,E3および Uに関しては,非対立遺伝子間交互作用は検出されなかった｡これらの結果を基に,イネの

花成に関わる遺伝経路におけるSel,EflおよびEl座の役割を考察した｡

3.イネの基本栄養生長性を支配する既知遺伝子座はSelとEflの2座のみである｡そこで,基本栄養生長性が著しく大

きい突然変異系統HS169がもつ突然変異遺伝子の分析を短日条件 (10時間日長)下で行ったところ,HS169の大きい基本

栄養生長性はEfl座の突然変異遺伝子 efl-hにより支配されていること,および,eflが基本栄養生長性を著しく増大さ

せるためにはSel-eとの補足作用を必要とするのに対し,efl-hは単独でその効果をもつことが明らかになった｡また,
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eflは開花促進機能を完全には喪失していないこと,一方efl-hはその機能を完全に喪失していることが示された｡さらに,

HS169が5種類の日長条件 (10,13,14,15および16時間日長)すべてで原品種銀坊主より長い到穂日数を示したことか

ら,efl-kは基本栄養生長相と感光相後不感光相を増大させる作用をもつことが明らかになった｡

4.HS276は,HS169と同じく,著しく大きい基本栄養生長性をもっことにより晩生化した突然変異系統である｡ その大

きな基本栄養生長性は劣性の1突然変異遺伝子ef2(i)に支配されている｡短日条件 (10時間日長)下での遺伝子分析の結

莱,ef2(i)は単独で基本栄養生長性を著しく増大させる作用をもち,efl-hおよびSel-eとは独立であることが明らかに

なった｡さらに,日長条件移行処理実験の結果,ef2(i)は基本栄養生長相および感光相後不感光相を著しく増大させる一

方で,感光相を減少させる作用をもつことが明らかになった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

イネの花成に関わる遺伝経路を解明するためには,既知の出穂期遺伝子 (感光性遺伝子,基本栄養生長性遺伝子)の生理

･生化学的機能の解析,並びにそれらの解析に不可欠な突然変異遺伝子の探索が必要である｡ 本論文は,このような観点か

ら,主要出穂期遺伝子座の開花前生育相 (基本栄養生長相,感光相および感光相後不感光相)に及ぼす作用およびそれら遺

伝子座間の交互作用を解析するとともに,事例の少ない,基本栄養生長性に関する突然変異遺伝子を探索しようとしたもの

であり,評価すべき点は以下の通りである｡

1.感光性遺伝子座Selおよび基本栄養生長性遺伝子座 Eflに関する検定系統およびそれら系統間の交雑FZ集団を供試し

て,遺伝学的解析を行い,従来感光性遺伝子座とのみ交互作用するとされていたSelがEflとも交互作用すること,およ

びSel座の不感光性遺伝子 Sel-eとEfl座の基本栄養生長性増大遺伝子 eflとの補足作用が基本栄養生長性を著しく増大

させることを明らかにした｡

2.主要な6出穂期遺伝子座に関する検定系統16系統を供試して,短日･長日条件間の日長条件移行処理実験を行い,これ

ら遺伝子座の開花前生育相に及ぼす作用を推定し,Sel座は基本栄養生長相,感光相および感光相後不感光相のすべての開

花前生育相の長さを,Efl座は基本栄養生長相および感光相後不感光相の長さを支配することを明らかにした｡また,Sel

-eおよびeflの補足作用が基本栄養生長相を著しく増大させることを確認するとともに,El,SelおよびEfl座間に基本

栄養生長相および感光相に関して交互作用の存在することを明らかにした｡さらに,これらの結果を基に,イネの花成に関

わる遺伝経路におけるSel,EflおよびEl座の役割を考察した｡

3.基本栄養生長性が著しく増大した突然変異系統HS169,基本栄養生長性遺伝子座に関する検定系統およびこれら系統

間の交雑F2集団を供試して,遺伝学的解析を行い,HS169の著しく大きい基本栄養生長性は旦〃座の劣性突然変異遺伝

子 efl-hに支配されること,およびeflが基本栄養生長性を著しく増大させるためにはSel-eとの補足作用を必要とする

のに対し,efl-kは単独で基本栄養生長性を著しく増大させることを明らかにした｡さらに,eflは開花促進機能を完全に

喪失していないこと,一方 efl-kはその機能を完全に喪失していることを明らかにした｡

4.HS276はHS169と同様に,基本栄養生長性が著しく増大した突然変異系統であり,その大きな基本栄養生長性は劣性

突然変異遺伝子ef2(i)に支配されていること,またef2(i)はSel-eおよびefl-kとは独立であることを明らかにした｡

さらに,日長条件移行処理実験により,ef2(i)はefl-kと同様に,基本栄養生長相および感光相後不感光相を著しく増大

させる一方で,感光相を減少させる作用をもつことを明らかにした｡

以上のように本論文は,イネの主要出穂期遺伝子座の開花前生育相に及ぼす作用と交互作用およびイネの花成に関わる遺

伝経路におけるそれら遺伝子座の役割を明らかにするとともに,今後の研究に不可欠な突然変異遺伝子を同定したものであ

り,その成果は育種学,通伝学,作物学,植物生理学の分野に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,平成14年2月15日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される学力■

が十分あるものと認めた｡
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